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研究概要： 
 本研究では、従来の評価法にかわるものと

して考案されたポートフォリオについて論じ、

大学教育における活用を推奨したい。通常、教

育界における評価法は、主に試験やレポートに

基づくが、それは単なる一次的な知識の暗記や

寄せ集めにとどまり、終了後は忘れがちである。 
ポートフォリオは、従来の試験などでは測定

できない個人能力の質的評価法である。それは

学習の過程で、学生自らが、講義や収集した資

料などに関する感想文や反省文を集めたもの。

教師自身も自己評価を行い、学生は系統立てて

知識を身につけ、同時に文章能力を高めるもの

である。自ら考えて、それを文章として書くこ

との少ない現在、ポートフォリオ方式はより適

した評価方法と言える。 
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本文：  
  通常、大学など教育機関での評価方法は、

試験やレポートに基づいて行われるのが一般的

である。しかし、これらにはさまざまな問題点

がある。試験方式では、学習者が一次的、集中

的に学習内容を暗記し、試験後は内容を忘れて

しまうことが多い。レポート方式にも問題があ

る。例えば、課題の出し方によっては、レポー

トの内容が参考書からの事実や情報の単なる寄

せ集めになりがちだ。また、最近の IT 技術の

進歩に伴い、与えられたテーマをインターネッ

トで検索し、その内容をそのままコピー・ペイ

ストして提出することも可能である。事実、そ

れと疑わしきレポートを最近提出する学生が増

えている。 
本来ポートフォリオとは、画家、写真家、

そしてデザイナーらが、各自の制作した作品や

サンプルを集めて収納する「紙バサミ」を意味

する。英語で「A collection of production」と

呼ばれる所以である。 
教育界におけるポートフォリオとは、学習者

の感想文や学習内容の要約、調査研究資料とそ

れらに関する感想文や反省文などをまとめたフ

ァイルのことである。 
 ポートフォリオの歴史は１９３０年代のア

メリカの教育哲学者ジョン・デューイにさかの

ぼることが出来る。デューイによると、「経験そ

のものだけでは、学生は何かを学ぶことはでき

ない。重要なことは、経験を自分の中で咀嚼し

振り返ることである。」このことから、学習にお

ける振り返りの重要性、そして学びにおける過

程の重視が指摘された。 
 近年になり、ハワード・ガードナーは、こ

の振り返りについて、それは「私は今何をして

いるのか、なぜこれをしているのか、何を成し

遂げようとしているのか、それをどのような方

法で行おうとしているのか、自分の活動をどの

ような望ましい形で修正しようとしてるのかを、

自分自身に問いかけることができる状態を意味

する」と述べた。 
 その後、１９８０年代になりアメリカで「標

準テストは、断片的な知識や事実の記憶を測る

のが中心」とする批判が高まり、ポートフォリ

オ方式が注目された。最近になって、日本でも

小学校の総合学習をはじめ医学大学や生涯教育

でもポートフォリオ方式が使われだした。 
従来の評価方法と異なり、ポートフォリオ

形式では、講義毎の学習過程を重視することか

らはじまる。ここでは、学生が各講義内容やテ

ーマについて、感想やコメントなど自ら考えた

ことや反省などを自らのことばで書き綴る。同

時に学習者は、講義内容に関連して興味を持っ

た事柄を自らインターネットや参考書などで調

査し、それに関する資料も添える。 
  
 私は、４年前からポートフォリオ方式を使

っているが、その経験から大学における使用に

関して幾つかの問題点を指摘したい。まず最初

に、シラバスの評価方法欄に、ポートフォリオ



に関して簡単な説明を添える必要がある。また、

履修条件・注意事項欄にも、毎週自習・復習を

しなければならないことを明記しなければなら

ない。 
 シラバスを読んでから履修したにもかかわ

らず、ポートフォリオ方式の講義・評価方法を

理解していない学生は多い。そこで、第１回目

の講義では、かなりの時間をかけてポートフォ

リオについて説明する必要がある。 
 私はその際、パワーポイントによる１５分

ほどの説明を行い、同時にその内容を配布資料

として学生に与えている。また、同時にこれま

でに学生が提出したポートフォリオの中で、最

も優れたもの３点をサンプルとして見せている。 
 次に毎週の講義に関する感想文・コメント

であるが、最初の３，４週間は学生が慣れない

こともあるので、次週に持参してもらう。これ

は、ポートフォリオ方式をよく理解していない

学生が、毎週書くべき感想文やコメントを期末

になってから書くようなことがないようにする

ための配慮である。 
 また、学期の中間と最終講義で、「ポートフ

ォリオ・セッション」（PS）という特別の時間

（１５分ほど）を設け、学生たちが各自のポー

トフォリオをお互いに見せ合って、感想を述べ

させている。 
PS には、２つの目的があり、一番目は半

期のポートフォリオのまとめをさせることであ

る。二番目は、それぞれ独自に作成してきたポ

ートフォリオを見せ合うことで、学生間に相互

的な知的刺激与えるためである。PSの際に、「～

さんのポートフォリオは、画像や詳しいコメン

トが書いてあってすごいと思った」などの意見

をよく耳にする。 
提出されたポートフォリオをいかに評価す

るかであるが、まずそれに含まれているインタ

ーネットでの検索情報のプリント・アウトや色

鮮やかなカラーの画像など外見的なコンテンツ

やページ数に惑わされないことが大切である。 
評価基準としては、学生が講義内容につい

てどのようなことを学び、思ったのかなどの感

想文と振り返り（反省）についてのコメントな

どを中心に、学びの過程とインターネットや参

考書で自習した学習内容などを重点的に考慮す

る方法を取っている。 

 
 ポートフォリオによる評価方法は、全般的

に最近の学生は漢字が書けない、また文章能力

が低下しているといわれる現在、大学において

もこれから大いに採用していくべき方法である。 
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